
１．概　況

（１）一般需要（販売電力量合計から大口電力を除いたもの）

（２）大口電力需要

２．用途別実績 （千ｋＷｈ，％） ３．大口電力産業別実績 （千ｋＷｈ，％）

実　績 前年比
年度累計
前年比

実　績 前年比
年度累計
前年比

1,863,283 99.7 103.0 電   気 511,515 103.8 105.1

低　圧 352,135 89.0 93.8 輸送用 108,660 117.3 116.1

その他 71,952 89.7 95.4 その他 43,941 110.6 111.8

2,287,370 97.5 101.4 計 664,116 106.2 107.1

1,532,009 104.7 104.8 233,658 98.9 106.3

2,543,406 103.5 105.1 191,259 115.8 111.7

4,075,415 103.9 105.0 112,340 111.2 117.4

6,362,785 101.5 103.5 71,416 106.6 115.6

157,045 107.2 108.8

4,373,895 100.2 102.3 22,876 68.8 83.6

1,988,890 104.5 106.6 96,017 111.9 110.1

511,579 100.3 102.6

1,988,890 104.5 106.6
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平成18年7月27日

九州電力株式会社

平成18年6月度　　販売電力量

食　料　品

窯業土石

（セメント）
（注）：産業用電力には，その他電力を含む
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　6月度の販売電力量は63億63百万ｋＷｈとなり，前年に対し+1.5％と3か月連続で前年を上

回った。

　5月中旬から6月の気温が前年に比べ低めに推移したことによる冷房需要の減少はあるも
のの，商業施設の新規出店などによる業務用電力の伸びなどから，前年に対し+0.2％とほ
ぼ前年並みとなった。

　パルプ・紙や鉄鋼以外の主要業種において販売電力量が増加したことから，前年に対し

+4.5％と30か月連続で前年を上回った。

（参考）電力各社別販売電力量（18年６月） （百万kWh,％）
北海道 東　北 東　京 中　部 北　陸 関　西 中　国 四　国 九　州 合　計
808 1,620 5,956 2,208 465 3,033 1,198 617 1,863 17,768
120 318 869 478 102 465 202 147 424 3,125
928 1,938 6,825 2,686 567 3,498 1,400 764 2,287 20,893
646 1,228 6,054 1,799 406 2,822 830 519 1,532 15,836
718 2,976 9,218 5,723 1,180 4,965 2,394 908 2,544 30,626
1,364 4,204 15,271 7,522 1,586 7,787 3,224 1,427 4,076 46,461

販売電力合計 2,292 6,142 22,097 10,208 2,153 11,285 4,624 2,191 6,363 67,355
（再掲）　大口電力 472 2,221 7,493 4,553 932 3,991 2,001 694 1,989 24,346

99.7 99.7 102.4 103.8 101.6 104.1 106.8 99.9 99.7 102.4
96.5 95.7 97.3 98.9 92.9 96.5 98.3 91.9 89.1 95.7
99.2 99.0 101.7 102.9 99.9 103.0 105.5 98.2 97.5 101.3
103.4 101.9 101.2 103.2 99.6 100.4 104.0 98.6 104.7 101.8
102.8 103.5 102.4 103.0 100.4 103.2 105.6 103.1 103.5 103.0
103.1 103.0 101.9 103.1 100.2 102.1 105.2 101.4 103.9 102.6

販売電力合計 101.5 101.7 101.9 103.0 100.1 102.4 105.3 100.3 101.5 102.2
（再掲）　大口電力 105.6 105.2 102.7 103.7 103.2 104.3 106.8 104.7 104.5 104.0

電    力

電    力

(注)１．電気事業連合会統計委員会の資料による。当社以外は速報値。 ２．個々の数値と合計欄の数値は，四捨五入の関係で一致しない場合がある。
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平均気温（九州7県平均） （℃）

上旬 中旬 下旬 平均 上旬 中旬 下旬 平均

実　績 20.0 18.7 20.7 19.8 21.7 23.7 25.1 23.5

前年差 0.7 ▲1.2 0.2 ▲0.1 ▲1.5 0.0 ▲2.1 ▲1.2

平年差 1.8 ▲0.5 0.3 0.5 0.0 0.9 1.1 0.7

5月 6月



（１）　四　半　期　別　動　向

（２）　月　別　動　向

○　大口カーブについて

　

　

大口電力の契約電力と使用電力量の推移（大口カーブ）
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使用電力量〔大口販売電力量＋自家発（共火除き）使用電力量〕

契約電力

（％）

（％）
（谷） （山） （谷）（山） （谷）
（景気転換期）

（谷）（山）

2.6

3.4

第二次平成不況 （年度）第一次平成不況
円高不況

　大口カーブは一般的に，「使用電力量」が生産活動の活発さを，「契約電力」が工場など

の生産能力と，設備投資の伸びを反映しており，好況時には使用電力量の伸びが契約電力の

伸びを上回り，不況時にはその逆の現象が起こります。

　平成18年6月は，「使用電力量」の伸びが「契約電力」の伸びを下回りましたが，これは，

企業の設備投資が活発であったことや，「使用電力量」の高い伸びが一巡した影響と見られ

ます。

　このような一時的な大口カーブの逆転現象は過去の好況時にも起こっており，「使用電力

量」，「契約電力」ともにプラスの状態での現象であることから，直ちに景気動向の陰りを

示すものではないと考えられます。

（年／月）

参考資料

うるう補正後で記載

好況時の一時的
なカーブの逆転



上段：大口契約電力対前年同期比（％）
下段：大口販売電力量＋自家発使用電力量(共火除き：うるう補正後)の対前年同期比（％）

（四半期）

63 元 2

契 約 電 力 ▲0.9 3.7 6.6 7.5 9.9 7.4 6.5 6.7 5.5 4.8 4.5 5.1

使 用 電 力 量 7.7 8.7 7.9 6.9 8.6 9.5 7.7 5.6 6.4 6.5 6.2 7.4

第 一 次 平 成 不 況

3 4 5

契 約 電 力 5.2 6.5 6.6 6.2 5.8 3.5 3.1 2.7 1.4 0.4 0.2 ▲0.3

使 用 電 力 量 6.7 4.1 2.7 1.3 0.7 0.4 1.0 0.1 ▲0.1 ▲0.9 ▲0.9 ▲0.7

6 7 8

契 約 電 力 ▲0.3 0.3 0.4 0.5 2.5 2.8 2.4 2.7 1.2 0.9 1.5 1.3

使 用 電 力 量 1.2 4.7 4.7 6.4 4.1 2.3 2.8 1.3 2.0 2.6 1.9 3.8

第 二 次 平 成 不 況

9 10 11

契 約 電 力 0.9 1.3 1.4 1.4 1.6 0.9 0.1 ▲0.3 ▲0.9 ▲0.8 ▲0.6 ▲0.3

使 用 電 力 量 3.5 3.8 1.6 0.0 ▲2.2 ▲3.0 ▲3.1 ▲3.5 ▲0.9 0.5 2.8 4.4

12 13 14

契 約 電 力 ▲0.2 0.4 1.0 1.6 2.2 1.9 0.7 ▲0.4 ▲1.6 ▲2.1 ▲1.5 ▲1.4

使 用 電 力 量 3.0 4.9 2.4 0.4 0.9 ▲1.6 ▲2.3 ▲3.7 ▲1.4 ▲0.5 0.9 2.9

15 16 17

契 約 電 力 ▲0.8 ▲0.5 ▲0.6 ▲0.3 0.1 0.9 1.2 2.2 ▲1.1 ▲0.8 ▲0.8 ▲1.2

使 用 電 力 量 0.3 0.7 0.3 0.3 2.8 3.7 2.4 5.1 1.3 0.9 2.4 0.4
うるう補正前＜1.1＞ うるう補正前＜4.3＞

18

契 約 電 力 3.4

使 用 電 力 量 2.6

(月別）

15/4 5 6 7 8 9 10 11 12 16/1 2 3

契 約 電 力 ▲1.0 ▲0.6 ▲0.7 ▲0.4 ▲0.5 ▲0.4 ▲0.5 ▲0.7 ▲0.8 ▲0.5 ▲0.1 ▲0.2
使 用 電 力 量 1.5 0.1 ▲0.6 ▲0.9 0.7 2.4 1.6 0.4 ▲1.2 1.2 0.4 ▲0.7

うるう補正前<2.8>

16/4 5 6 7 8 9 10 11 12 17/1 2 3

契 約 電 力 ▲0.0 0.0 0.2 0.7 1.0 1.0 1.0 1.2 1.5 1.9 2.3 2.5
使 用 電 力 量 0.7 3.2 4.3 5.2 4.6 1.3 2.1 2.6 2.6 3.5 5.6 6.2

うるう補正前<3.1>

17/4 5 6 7 8 9 10 11 12 18/1 2 3

契 約 電 力 ▲1.0 ▲1.2 ▲1.0 ▲0.8 ▲0.8 ▲0.7 ▲0.7 ▲0.8 ▲0.9 ▲1.0 ▲1.3 ▲1.2

使 用 電 力 量 3.8 ▲0.9 1.0 ▲0.7 0.5 2.9 2.1 1.7 3.4 1.0 0.4 0.0

18/4 5 6 7 8 9 10 11 12 19/1 2 3

契 約 電 力 2.8 3.5 3.8

使 用 電 力 量 1.0 4.7 2.3

＜大口カーブの諸元＞

参考資料


